
香川県内で員毒が検出されています !
】
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※出荷の規制は香川県が実施する貝毒検査で安全性を確認できれば解除されます。

(令和7年 6月 3日時点)
出荷自主規制開始日 生産海域名 (参考)検 査 結 果

R7.6.3 屋島周辺海l或
検査検体 :マガキ

貝 :毒 量 :6.2M∪/g
※詳しくは、下記の香川県ホームページにて御確認ください。

httns ://www.nref.kaearva.le.inicontentletclsubsite/ SV 0 kuanze n/svokutvulvobou/s6 6eon 1

90208221310.shtrnl

≪貝毒の概要≫

主に二枚貝 (ホタテガイやカキ、アサリなど)が、毒素を持った植物プランクトンを餌として食
べて、体内に毒素を蓄積させます。毒素が蓄積した貝類をヒトが食べると、中毒症」ノヽを31き起こす

ことがあります。毒素は熱に強<、 加熱調理しても毒性は弱<なりません。

≪食品としての安全基準≫

食品衛生法に基づき、貝の可食部に含まれる毒量の規制値が設定されており、規制値を超えるも

のは販売が禁止されます。

麻痺性貝毒 4M∪ /g(lM∪ (マウスユニット)とは、マウスが 15分で死亡する毒力)
下痢性員毒 ○」6mgオカダ酸当量/kg
有毒プランクトンの発生がな<なり、員類に含まれる毒素が減少すれば、出荷できます。また、

有毒部位を除去して規制値以下となつたものは出荷できます。

また、消費者等から員議による健康被害等の ら、下記間 合ヽわせ先"′L_
:

V
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連経_C畳量主
なお、県外から仕入れる際にも、仕入先で出荷が規制されていないか、香川県ホーム

ページ等で確認してください。

≪間しヽ含わせ先≫

・小豆保健所 衛生課 0879(62)1374 。東讃保健所 衛生課 0879(29)8272
・中讃保健所 衛生課 0877(24)9964 ・西讃保健所 衛生課 0875(25)4383
・健康福祉部生 )舌衛生課 乳肉衛生働 物愛護グループ (087)832-3179
・高松市保健所生活衛生課 食品衛生係 (087)839-2865

食品事業者の皆様ヘ

現在、香川県が実施する貝毒検査にて、規制値を超える貝毒が検出され、該当する海域

から漁獲された二枚員について、県の要請により出荷を停止しています。

_撞里を取り担う盪全二は、産地、日付篭盗盤巨墨∠聖0壁査墜二


